
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前面空地について道路位置指定、開発許可等を受けることができる。 
建築基準法第 43 条第 1 項の規定

に適合させることができる。 

建築基準法第 43 条第２項第２号許可の範囲 

N O 

YES 

敷地が里道によって分断されているもの

で、道路と里道の間の土地（幅 2m 以上）

の占有状態を保持する旨の管理者からの

承諾（自己所有地の場合は誓約）がある。 

運用指針第３号 

敷地と道路の間に河川等がある場

合で敷地と道路の間を幅2m以上で

有効に接続することができる。 

前面の空地、

道又は通路

の幅員が 4m

以上ある。 

前面通路が平

成 11年 5月 1

日(これより

後に都市計画

区域に編入さ

れた地域につ

いては都市計

画区域に編入

された日)前

から存在して

いた。 

前 面 通 路

の 幅 員 が

1.8m 以上

ある。 

公的事業によ

って築造され

た空地、道又は

通路である。 

建築物

の立ち

並びが

ある。 

 

空地、

道 又

は 通

路 の

部 分

を 利

用 す

る こ

と に

対 す

る 管

理 者

の 承

諾 が

ある。 

運用指針第１号 

運用指針第２号 
 

敷 地

が 空

地、道

又 は

通 路

に 2m

以 上

接 し

て い

る。 

許可できない 

許 可 で き な い 

許可できない 

運用指針第４号 

運用指針第５号 

運用指針第 6-1 号 

 

運用指針各号の

基準に準ずると

認められるもの 

建替・増改築等のみ可能 

更地の新築も可能 

注３ 

注３ 

建築基準法第 43 条第２項第２号許可運用指針の概要（フロー図） 

注１） このフロー図は「建築基準法第 43 条第２項第２号許可運用指針」の概要を示したものです。運用指針の各号の基準の 

詳細については、当該指針をご覧下さい。 

注２） 建築物の用途、規模等に関する制限がありますので、個別にご相談下さい。 

注３） 建築物の用途、規模、構造等に関する制限がありますので個別にご相談下さい。 

注４） このフロー図において「許可できない」となったものであっても、法で求められている性能があると判断できる場合に 

ついては別途検討することがありますので、個別にご相談下さい。 

注４ 

注２ 

H30.10.19 現在 
香川県土木部建築指導課 

建築物の用途が、 

イ 一戸建ての住宅及びそれに

準ずるもの 

ロ 地域に密着している神社

等、地域に根ざす農林漁業用

物置等又は公益上必要な建築

物で小規模なもの 運用指針第 6-2 号 

申請者が選択可 

建築基準法第 43 条第２項第１号の規定に基づく認定の基準に適合する。 
建築基準法第 43 条第２項第１号

の規定に基づく特例認定 
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 注１ 


